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青木村研修センターの周囲は、豊かな緑と

新鮮な空気でいっぱいです。合宿では、朝の

すがすがしい空気の中、みんなで散歩をしま

した。坂が多かったため、短い時間ながら心

地よい運動になりました。 

食堂では小・中・高校生の計画学

習が行われました。虫と格闘しな

がらも、みんな真剣に課題と向き

合いました。子どもたちの生き生

きとした表情がたくさん見られま

した。やさしい木のぬくもりとこ

もれびに包まれ、とても素晴らし

いひとときでした。 

＜計画学習の時間＞ 

＜研修センター遠景＞ 
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暑い中、必死に 

なって描きました！ 

合宿では、計 14 時間の学習時間が設けられました。その中には計画学習だけではな

く、国語・英語のグループ学習や運動・感覚統合、美術(スケッチ)などのプログラム

も盛り込まれました。心と頭と体をフル回転させ、それらを結びつけることを意図し

て行われたものです。 

＜英語のグループ学習＞ 

＜美術＞ 

今回の合宿では、初めて感覚統合のプログラムが実施さ

れました。普段見過ごしがちな「自分の体・身体感覚」

に意識を向ける貴重なひとときでした。 

夕食後、2 日間に渡って「女子・男子の集

い」がそれぞれ行われました。女子は「自

分に目を向けること」というテーマのワー

クを行い、男子は体を動かしたり、「男らし

さ」について話し合ったりする有意義な時

間をみんなで共有しました。 

＜感覚統合プログラム＞ 

＜女子の集い＞ 



 
 

  

 

  

 

  

 

  

  

   

今回の合宿に来るまでは、「一日中勉強をする」ということが自分の中ではあり得な

かった。いつも家に居るときはやろうと思いつつ、やらないで過ごしていた。勁草に行

けばやるけど、正直自分でも「これじゃ足らんだろう」と感じていた。でも、今回の合

宿で強制的と言ったら変だけど、一日中勉強をした。今まで自分は一日中勉強をするこ

となんてなかったし、じっといすに座って机に向き合うようなたちじゃなかったから、

仕事をしているときよりも全然疲れた。でも、自分でもこうやって勉強が出来るんだっ

てことに気づけた。勉強していてかなりしんどかったけど、終わったらすっきりした感

じがあった。今回の合宿のようにとはまだ出来ないかもしれないけど、これからは家で

もなるべくこういう風に勉強をしていこうと思った。（Ｒｙｏ） 

僕は最初、この合宿に参加することに不安を感じていましたが、合宿が終わった今は参加し

てよかったと思います。 

 一つは、学習に関してです。予定表をもらい、二日目のコマ割りを見たとき、「一日に七時間

近くも勉強するのは大変だろうな」「自分にできるだろうか」と不安でした。実際やってみて大

変だったし、辛かったです。しかし合宿から帰って次の課題をやり始めたとき、今までと違っ

た感覚が湧いてきました。今までは課題を始めるとき、大変だとか面倒だと思うことがありま

した。でも、その課題をやった時、いつもよりも楽に感じました。合宿の勉強に比べたらと思

うと全然苦痛に感じなかったのです。その課題が終わったあと、次の課題も頑張ろうと思いま

した。 

 もう一つは人間関係についてです。僕は人と話すことが得意ではなく、三日間一緒に生活で

きるか不安でした。自分から声をかけることもなかなかできず、何を話せばいいのか分かりま

せんでした。そんな時、僕に話しかけてきた人がいました。何を話せばいいのか分からず、で

も何か話さなければと思い必死に話しました。でも話をしていて、少しずつ気が楽になってい

き、気づけば笑いながら普通に話せていました。それに気づいたとき、自分も普通に話が出来

るんじゃないかと安心し少し自信にもなりました。そして、今度は自分から話しかけてみよう

と思い、何人かに声をかけてみました。迷惑に思われないだろうか不安でしたが、声をかける

とみんな笑って明るく話をしてくれました。それがとても嬉しかったです。まだ少し人に声を

かけることに不安があったり怖く思うところもありますが、これから少しずつ自分から声をか

けることをしてみようと思います。（Ｙ・Ｙ） 

今回の合宿では、全参加者に国語の授業を受けてもらい、作文にも取り組んでもらいま

した。生徒も大人の参加者もそれぞれこの特別な環境の中で、普段より真っ直ぐに自分

を見つめる機会になったようで、いつもは作文が苦手、と言っている生徒も合宿中はつ

まることなく気持ちを記すことが出来ていました。ここにその作文の中のいくつかを紹

介します。 

生徒感想「合宿で気づいたこと」



勁草のいつもの授業では全く集中しないけど、合宿に来て勉強をすると、

勁草で勉強するよりも集中して勉強できていたりするが、それでもその時間

内の目標には届かなくて、いつもならそれで終わっても別に何もないけど、

合宿だと目標まで終わらないとが終わるまでは勉強したくなった。これが普

通の授業でも出るようにしなければと思った。 

あと今まで話したこともない人とも話したり、合宿では普段ではあまりな

いこともしたりして楽しい。 

あと篠崎さんは異常にじゃんけんが弱いことが分かった。（匿名希望） 

私は宿泊行事というものが苦手だった。否、苦手だと思っていた。家を離れ、

家族と別の時を過ごし、団体行動を乱さないようにする。それは最初のうちは大

きなプレッシャーだった。しかし今回、そういった宿泊にも慣れたのか、少しの

ハプニングにも全く動じなくなった。実際に私は靴下を一本忘れ、入れたはずの

私服一着も忘れ、施設に居るがしっかりと対処できている。気持ちの面でもあま

りプレッシャーというか、緊張もしなくなってきている。これは私にとって割り

と大きな一歩なのだと思う。もちろん「宿泊先で初対面の子としゃべれるだろう

か」という心配もあったが、「なんとかなるさ」と前向きに考える余裕も出てきた。

（実際なんとかなった。）これは私自身の経験がそうさせてくれたのだと思う。慣

れたって、これも一つの成長だよね。（Ｈ・Ｍ） 

合宿が始まるときに、人見知りだからどうせ一人でいるんだろうなと思っていたけど、

実際始まってみると一人の人としゃべれるようになりました。しかもそれは自分からも話

すことができるようになって、最初諦めていたのでびっくりしました。その人と同じ話が

できるととても嬉しかったです。 

 もちろん気に入らない人もいるけれど、前より態度に出てないかなと思います。 

 学習面でも、テキストを少しずつでも進められたのがよかったです。しかしテキストに

落書きをたくさんしてしまいました。でも分からなかった所もいっぱい分かるようになっ

たので嬉しかったです。 

 携帯電話に電波が入っているのに使用できないのは精神的に辛いけれど、身近な人から

離れることによって自分が成長できたかなと思います。でも返事を返せないという罪悪感

は消えません。（Ｙ・Ｔ） 


